
2 YNU 産学官連携 News Letter  No.12. 2019.3 YNU 産学官連携 News Letter  No.12. 2019.3

産学官連携NewsLetter 産学官連携推進部門DEPARTMENT OF INDUSTRY-UNIVERSITY-GOVERNMENT COLLABORATION

ヘルスケアのために大学と地域が連携する

 研究推進機構　産学官連携推進部門長　金子 直哉

��݄��に、はま͗ΜϗールϰΟΞϚーϨにて、:/6研究Πϊϕーγョン・γンϙジϜࡢ
�0��を開࠵しました。ຖ࣮ࢪするҬに開かれたશ学的γンϙジϜで、ਆಸݝに研究ڌを
༗する企業、研究ॴ、࣏ࣗ体との連携ڧ化を的としています。
　લճのγンϙジϜでは、“本気の産学連携”を構築するための「横浜国立大学のઓུ」として、人々
に๛かさをもたらすεϚート社会、Society5.0という未来ビジョンを取り্͛、ビジョン࣮ݱの方
ճのγンϙジϜࠓ。というγナϦΦを提示しました「える企業のϞϊ”をαービεに“」としてࡦ
では、そのޙのSociety5.0の大きなؔ心の高まりをडけて、さらに一า踏みࠐΜͩ提ݴをߦって
います。Society5.0を࣮ݱするとして「ϔルεέΞ」、そのための組みとして「大学とҬの
連携」にணし、ਆಸにSociety5.0を構築していく方ࡦを検討しました。
　γンϙジϜでは、࠷ॳにϔルεέΞを८るҬのಈ向として、ਆಸݝϔルεέΞ・χϡーϑロ
ンςΟΞ推進本෦ࣨ�ٛ೭グループϦーμーより、「ਆಸݝの�0のՊ学ٕज़ࡦからߟす
るҬΠϊϕーγョン・ΤίγεςϜ」が示されました。࣍に、これらを支える“本学のڧみ”として、
ロボット、ものづくり、Πϊϕーγョンの研究を取り্͛ています。ୈ一が、ϔルεέΞのためのロ
ボット。Լ௨।ڭतが「ϦΞルϋプςΟΫεがく未来ҩྍ」の取り組みをઆ໌しました。ୈೋ
が、ϔルεέΞのためのものづくり。ؙඌতೋڭतが「ੈ࣍ものづくりによるҩྍϔルεέΞ・Π
ϊϕーγョン」についてઆ໌しています。ୈࡾが、ϔルεέΞのためのΠϊϕーγョン。大পխ।
。を提示しました「のΤッηンεݱ営学研究が示すΠϊϕーγョン࣮ܦ界をӽえることɿڥ」तがڭ
　その্で、ޙのパωルσΟεΧッγョンでは、（ಠ）ਆಸݝ立産業ٕज़૯߹研究ॴٱ�ູ
Պ学ٕज़ίーσΟωーλー、（ג）横浜ۜߦ法人営業෦�༸෦長、（ג）本ҩྍثػ開発ػ構�ੴ
大थνーϑビジωεΦϑΟαーなどをパωϦεトにܴえ、大学とҬが本気で連携する組みや方法
を検討しました。本気のҬ連携を推進していく۩体ࡦとして、「Πϊϕーγョン・ΤίγεςϜ」
や「Ҭに新たな事業をもたらす連携」を構築するための�課題について、会にूまった約��0໊の
が出されています。これらのٞを踏まえ、ϔルεέΞのために大学とݟ加者をؚめ、活発なҙࢀ
Ҭが連携し、ਆಸにSociety5.0を࣮ݱする取り組みを展開していきます。
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